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１．地震（Earthquake）  「なゐふる」 

     ⅰ） 

  地震の研究 

       ⅱ） 

 

２．地震と震災 

  震源，震央，震源断層 

 

ジョン・ミルンとトネ（http://www.isleofwightsociety.org.uk/） 

３．震度とMagnitude           下図は 2011年東北太平洋沖地震の震度と距離 

震度（Intensity）      

マグニチュード（Magnitude） 

ⅰ）震度（０～Ⅶ）  ⇒気象庁（JMA）震度 

   Mercalli intensity scale（米国など）Ⅰ～XII 

   “体感”（～1996）⇒ 震度計（1991～） 

 

定義の変遷：石灯籠，戸障子 ⇒  

なぜ震度なのか？ 

（加速度 Galを使わない理由？） 

 

ⅱ）Magnitude   （Richter scale，米国） 

  Richter の定義：震源から 100kmの 

ウッドアンダーソン型地震計（倍率 2800倍，右図）の記録 

       最大振幅 μｍの常用対数 

      （星の絶対等級の定義と似る） 

M ～ log A ＋ log D の形の式 

      A：最大振幅    D：震源距離 

    地震計により式は異なる． 

  （例）JMA 変位地震計 59C 型（h≦60km）の場合 

     ・坪井の式： 

Mj = log A + 1.73 log D - 0.83 

      （A は周期 5 秒以下の最大振幅） 

⇒要するに，地震の大きさを観測点からの距離とゆれから決める． 

※対数って？⇒人間心理との関係！ 

＜M の測定関連で＞ 

☆大森の距離公式（もう一つ大森の余震公式というのがある．⇒後述） 

 

 震源距離 D[km] ＝ k × T［秒］ 

  Tは PS時間， 

kは大森係数 

（7.5から９くらいの値）⇒教科書の値（6～8）⇒おかしい！筆者らの研究 

 

かつては震源決定に用いられた！（実習で） 

⇒現在は P波到達時刻を主に用いる方法に変更（地震のメカニズムのところで再考） 

 

☆地震計の原理 

 振子＋てこ＋記録装置（機械式） 

 かつては，麦わらの描針に煤紙というスタイル 

 

現在は振動センサ（加速度など）     気象庁 59型変位地震計（下図） 

＋波形表示 OR記録装置（電子回路）   図は科博Webサイトより 

⇒iPhoneのアプリ地震計 

 

筆者自作の簡単な地震計のデモ 

・振子＋コイル＋磁石⇒電気信号 

・AD変換⇒USB端子 

・Arduino（IC）＋Processing（言語） 

 

☆実際の地震記録を用いた実習 

 （大阪管区気象台などの提供） 

・PS 時間の測定 

・M の測定 

・震源の決定 

・P波初動から分かること 

・波形の特徴 
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